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　本号の特集は「消化器外科手術における新しい潮流」である．新しい術式を臨床応用するには，動
物を用いた基礎的な検討や，その術式の前段階の手術についての多くの臨床経験が必要である．また
現在では，実施にあたって倫理委員会や適応委員会などの客観的な審査を要することも少なくない．
さらに，患者への十分な「説明と同意」が必須であることは言うまでもない．
　従来は，医師が主導する治療について素人である患者が正確に理解するように努力する姿勢は医
師・患者相方に乏しかった．もちろん，以前から「説明と同意」は両者の間で行われてきたことであ
るが，その内容についての今昔の差は大きい．最近では「インフォームド・コンセント」としてリス
クとベネフィットについて具体的なデータを示して詳しく説明するようになった．十分な「説明と同
意」は診療を円滑に行うために不可欠であり，医師の義務，患者の権利として尊重すべきであること
に異論はない．しかしながら，高難度手術やハイリスク手術の場合，その内容はしばしば患者にとっ
て不安や緊張を与えるものとなり，その治療への期待と希望を削ぐ結果になることもあるのではない
だろうか．
　医師の質には患者との関係において 4 段階のレベルがあるという．最も好ましい「上医」は優れた
医療技術を持ち，リスクや悪い結果には言及せず，患者に不安を与えずに治癒させる医者である．「中
医」はこれらについて詳しく説明するので患者に不安を抱かせるけれども，結果的にはよい治療をし
て治癒に導く．「下医」は予防線のためにリスクや合併症を過剰に説明し，実際にも技術が未熟なため
に合併症を起こす．「下医」よりも下位の「最下医」はいい加減な説明で患者に期待を持たせて治療を
受けさせ，その期待を裏切って死に至らしめる医者である．
　これは寓話であり，現在の医療現場に「上医」は見当たらないし，「最下医」もまた例外的な存在で
あろう．結果からみると「上医」と「最下医」には雲泥の差があるにもかかわらず，患者の目からは
両者は紙一重の場合もある．手術の成功率を過大に示して虚疑の説明を行ったと非難された医師が，
別の患者からはたとえ示されたデータに齟齬があったとしても，希望を与えてくれた頼もしい医師と
評価され感謝されたと聞いた．医師と患者の信頼関係や「インフォームド・コンセント」について考
えさせられた次第である．

（島津元秀）
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